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鋸屑のパルプに関する研究

Yasumasa Yけ:\EZ人KA ， Fumihiko KIlζUCIIf and Takashi h'DIλTλ: Studies 

on the pulp of sawdust. 
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木材の完全利川即ち言い換えれば廃材の全両íl切IJ I!J というととは現今民剣 l乙検討されている

問題であるが，その実際的利川に当つては立地的器済的その他の条1'1:が1'1'- うので之が実行はな

かなか閑却なととである。我々はとの問題。I! IÛ_)一部である鋸府のパルプに関する研究をとり

上げて~!J，1;.店、の利用えの足場とした。之が研究に当りパルプの紙力試験については紙力試験機を

快〈貸与されたヱドチ1'1 製紙 rl.1央研究所試験課長牧野安・氏及び同部員各位iìt.ぴにま1，1;'JrJの合板接清

HJ ヴイスコースの製法， 1麦清試験等には仰 l窃7J 1ë飼わした古河電気研究所有機化学課長松島区

蹴氏及び、中山忠堆氏に対し深謝する二)ctßである。

I 鋸屑利用の実態調査

製材工場に於て生.t-る廃材r! 1 ， "I''f慨は Fffんど 100.96 利Jjj されているが，動}fi'}の利JJJ について

は全両的に行われているとは言えなレ 3 又とれが趨fì世:な数字を把むととも JiH: しいが，利用の実

態を知るととの必要なととに鑑み各都道府県ーの林業専門技術持及員に依頼し四つの地域iこ分け

制査した。その結果は第 1 去の泊りでるる。

力rn 去何府利川実態調査

~子場\所\在\地i 官山 在日 鉄道沿線 中間百円 奥 地 平 j今

処分法

自家消費 11% 12% 10% 14% 12% 

売却処分 84 73 66 25 62 

棄却処分 5 15 24 61 26 

調査工場 73 42 44 52 

附・・・・本調査は北海道東北(宮域)，関東(群馬，埼玉，栃木) ，中部(静岡，愛知，

富山，新潟，岐阜) ，中国(岡山，島根，鳥取，山口) ，九州(鹿児島，熊本，
福岡p 大分，佐賀)，四国(香川!)の調査による。

本調査によればその利用は約 74% で主に燃料として用いられる。廃棄量!土 26% で力11霊平

均して約 20% と見られる。;!flli同氏によれば(木村工業 Vo1. 5, No. 7, 1950) 鋸屑の生産量

は 122 万 t と推定しているからその 20% 即ち 24.4 万 t (170万石)が廃棄されp その字分を

パルプ原料として利用出来るとし，バルプlfえ率を 40% と者なせば約 5 万 t の化学パルプに相
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当することとなる。烈しながら大部分が奥地l亡廃楽される事実に対し利}IJ方策もとれにj

立てられなければならない。

鋸屑￠節分析と繊維長111 

1M府の!f~\:'f"tからしてとれをパルプ化する場合に光i~考えなければならないのは識市住民の川題

そ~Ll土全加rJfrj:~"p: である，要求する繊維民を千fするにはどの科JJEーの粒子のたきさが必裂であり，

との 11 1' 1句を以て斜;'JrrJ粒 fーのブミノJ ，j1 fl ちメツの何%に当るかというととを失11 らなくてはならない。

」その相互問係について検;オした。シユ別のうトギlî を r-mJ査し，各メッシユ加に繊ボ，jH毛を i!ll l定しP

の結;，l~は第 1 ， 2 , 3 図， Z店 2 去に示す。

jfJl'ffí'Jの前i少析と繊MU，/:

積別 フヨ 7 寸 ヅ ア カマヅ フ ブ司

協分析率:繊維長|筒削率|繊維長術分榊
市

メ γ シユ

% ロ1m 。ïOノ mm  マメら mm  I 

。~ ら 0.4 2.57 4.9 3.62 1.2 0.86 

6 ~ 10 0.8 1. 75 9.8 1.14 3.1 0.71 

10 ~ 18 14.4 1. 41 23.5 0.7己 26.2 0.47 

18 ~ 40 51.6 1. 1 1 39.1 0.64 56.2 0.45 

40 ~ 60 7.8 0.58 7.3 0.58 5.8 0.39 

60 ~ 80 9.8 0.48 5.2 0.45 4.0 0.34 

80 ~ 100 2.7 0.37 2.7 0.42 0.7 0.29 

100 ~ 150 7.9 0.2ヲ J.2 0.3J 1.9 0.26 

150 ~ 20C 2.0 0.25 1.3 0.30 0." 0.23 

200 ~ 250 0.9 0.16 0.8 0.2" 0.4 0.20 

250 一以下 0.7 。 0.1 。 0.1 。

立'~2 支

16 

第 2 図録屑のH)I)分析と繊維長
Fig. 2. Relation between size and 

fiber length of saw dust. 

メL15 九18 

第 1 図鋸屑の筒分肝と繊維長

Fig. 1. .Relation betw巴en size and 

fiber length of saw dust. 

チL使用銀厚(B.W.G.)I

自え 約ア刀 7 り
3M'同 似明金量
m試拡佑 丸!iTilw 臼
S""'~が抽，y CQ凶血判u!' 15 (8.w.G) 

古島
""?-'f. 且if""<L...o-ｭ
縁組長一一持一
:M... .t..ヂ4

A 

250 

ミミこここコ

似
h
H
H
U
H
H
H
H
H
H
H
H
H

q
U
 9

3

 

5

t

 
1]ラマッ
出岨制a足元
1L 18 (B_W 町
白出ÚJ./l.:J.tlúI' 18 (8.14.<1) 

一
」

」
一

F
錦
町
午
邑
附

d
u

ザ
ザ
担

J

試
n
M
U
U
M

卦r
Z一
山

60 3 

50 

JO 

2-r;O 

30 

空白 l

.10 



針Mのパルプに|認する研充 (米沢・菊池・猪股)

第 3 図録屑の節分析と繊維長

Fig. 3. Relation between size and 

fiber lentgh of saw dust. 
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民祇!日パルプとしてその域対fJごは常織的に

約 1.Omm .L:JJ. 必要であると汚えられるの

で p とれを1W!:i)!} とすれば出 1 ， :2, 3 悶第 2 炎

によりカラマツは 40 メッシユiスー l二，アカマ

ツは 18 メッシユ以 11l土手IJ Ji J 可能で、プナはF7:

んど、使川に l耐えないとゅう *ii県になる。分析

率より考えて使)1111'1来ろ純悶 l主 40 }ツシユ

以上が限度で、あると，IAわれる。日[lち会j中iNi-f去

の約 50% 利JJ]し得る。その他の微細な部分

lまれgのJlJ}主に羽'J~向けら;tLる。例えばヴイスコ

ース川としては盟中[~nJ 上 1) ~:/l 1かいf~ll;子を用い

てもよレい、のはうt句勾川5司ガ引IJ仏J;論でで、あるが{微j校没姉附京和刺制11川lリ11に乙辿迦iぎる H時芋 lは主洗i慌傑の F陪h投主M流tク失とするカか込ら 6伺O 戸ツシユf位企制カが:限度と j

オわ:コ)tれL:るる o 

W 製紙用クラフトパルプ製造試験

製t祇i勾，~)パ川!リl クラブトパルフプ。として第 2 夫の立如l日l き条1L刊1守午iド二に上り 4)、'_'Jピι';(存子のヨ王j刈Irω州'1)刈j川fエ式t才{トクレ一ヴによ 1り) 

燕2煮討し j件干ら jれL1<たたζζv伊抗初Ilfh

E皮度EE今をf仏4叫主とし， Tappi 批判f:~去により J少慌し気iは 21 0C f.'JA 1系 i毘!支 65劣の↑!liI;;l， tn湿去に於て

強!空白JlIJ::tし，製紙IiJ としての泊7t? を検した。裂I1Jfkl士シヨツバ -.j;'c以)J 試験Iんよ七 Ij I~~度は

ヱルメンドルブ;汰&W:t~，上七時空;~ûtはミユーレンl式b尖|幾， IMJ折7支!土シヨツノ，-試験+~を TIJ いた。

その成較は沼 3 去に示す。

第 3 去 j:J,'f J!'J \1:) クラブトパルフ官主主l式験1&:約

濃度. .• .NaOH 23 g/l Na3S 5.75 g/l (N司20 として菜1171添加定 20%)

液比・・Sl/kg ì/i ，l 皮・・・ 165 0 時IMl ・・・・ 3 hrs 

試料 アカマ y 9JJ~ 問、 プナ鋸屑
アカマヴフー ナ
チップ チップ
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チヲプの京芳、条件は下記の通り。
NaOH -16 g/l , Na2S 11.5 g/l, 薬品添加率 (Na~O として) 20% , 液比 41;kg
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第 3 表によれば収率は一般阿木より和少くアカマツよりプナの方が大である。強度に於ては

両者・共 18 メッシユ位迄は比悦裂度，裂断長，比引裂度， lnît，ffr度:j与に甚だしい低下はないが，

同じ条件により一般のア18 メッシユ以下では比.) I;;~度以外は p 念政に低下する傾向がある。

カマツ及びプナを蒸煮したバルプと比較して比破裂!支，裂町長，比づ l裂度に於ては大差は認め

アカマツとプナられないが， IMJ折度に於ては苦しく低下し，殊にブナ卦肋?のJ;!yj合は甚だしい。

を比較すると比破裂度，裂町長は殆んど変化はないが，比破裂皮p 耐J斤度はプナが密しく劣つ

ている。

製紙用ソーダパルプ製謹試験V 

ソーダ法により錨屑パルプを製浩し p 製紙IJJ として，その紙ブjが蒸煮の程度p 日Jl解度のブミノj 、

により如何に影響するかを試験し，最泊条件を見IH さんとした。試験方法は前JJlに準じて行つ

た。その結果は抗 4 ， S, C f調沼 4 去に示す辺りである。

第 4 ， 5 , 6 図第4 去の示すr~î'によれば，蒸7校時11 \J 2 時II\Jの時は川j解度が高くなるにつれて各

強度も上井し， 4時n日θ時は按慢に上昇し 60。前後に於て最高を示し， 700 I乙玉りヱド行又は下

鋭i屑ソ F グパルプの蒸煮、1時間及びII[J解度とかE力の関係

Relations between physical properties and cooking time 

or beating degree, in soda pulp of saw dust. 

第 4 図

Fig.4. 
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第 5 図 鋸屑ソーダパルプの吉正芳、時間及び叩jl界度と紙力の関係

Fig. 5. Relations between physical properties and cooking time 

or beating degree , in soda pulp of saw dust. 
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第 6 図録屑ソ{ダ、パルプの蒸者:時間及び叩解度と紙力の関係

Fig. 6. Relations between physical properties and cooking time 

or beating degree, in soda pulp ()f saw dust. 

70 60 50 +0 

m ~号、併、併
&<.何 um品説

Na. oH 世閉宇
y“~c.(帥μ叫血叫4

決比
.&i岬'" ""，，((11<1)-<> 抽都品
;.0;直

Cぜ"1 ÃÜ$'品也

P'0也 μfd
口- J2 1膏

M 瑚帆晶化

も私A2主主的!却
~ .zu，唱

嗣輪車

事U拍f 血咋胡

個4土τ〆クミL。
吋~ヲd

〆〆ぺごツ

5
4
3
2
1
0

∞
匂

ω

3
 

r
b
 

I
 

R
 

d、な
-"-13_叫
-。司- ~ 0・ 3 ゥ

iU仰世晶

刊

2~ H山品'1 ~吋U

|伽4ロ=戸三三.~o

!?デ1 戸



- 64 林業試験場lìJDU見守第 53 号

5~4去卸iJrl ソーダパルプの蒸:fX時IIIJ及び"/1 fl昨度と強度の関係

V 樹極!処別条約二 lviIIPEEV イ品市長 i比(峨(上b叫
フ ナ NaOH使用率 20% 52.8 32.5 10.47 60 I 1.19 0.35 26.0 

0~40 液 l七 51/kg 38.8 60 1.21 0.42 30.0 
メッシユ

{日 度 1700C 49.2 1 60 1.21 0.82 47.3 

1I寺 liJl 2 hrs 60.0 i 62 1.30 1.32 56.8 3 

70.5 60 2.49 1.30 76.0 4 

時 1m 4 hrs! 48.2 30.2 9.55 75 1.32 0.28 37.9 

他はlÌÎJ と同じ 39.2 70 1.49 0.51 47.6 

50.3 67 1.67 0.86 53.7 

61.5 65 2.31 1.29 

69.2 60 2.29 1. 12 40.0 1 4 

11寺 !日j 6 hrs 46.8 2 ヲ .0 6.25 0.13 24.0 1 1 

仙はjJîj と同じ 38.5 70 i 2.32 0.77 60.0 2 

2.18 0.73 84.0 2 

61.4 60 2.22 1. 43 56.0 4 

アカマヅ 度 1700C 50.3 69.2 13.03 70 2.36 1. 27 52.3 3 

0~40 日寺 !日1 2 hrs 30.0 65 2.28 0.75 70.2 2 
メッシユ

42.3 70 2.37 1.11 77.7 4 

49.2 62 2.70 1. 27 69.7 1 5 

58.3 62 2.74 1. 53 82.4 5 

69.0 62 2.76 1. 64 80.0 5 

同: filJ 4 hrs 45.2 31.0 10.47 65 1.86 0.74 2 

他はjJÎj と同じ 10." 60 2.40 0.92 92.0 2 

53.0 65 2.85 1.24 90.5 4 

63.0 60 3.21 1.52 80.0 4 

n寺 1m 6 hrs 38.7 71.8 8.09 62 3.40 1. 31 4 

他ばfííIと同じ 28.5 63 0.90 0.25 43.8 

43.2 60 1. 34 0.42 69.3 

50.0 5S 1. 72 

63.0 55 3.21 1.04 I 78.5 3 

60 3.48 1.18 i 63.3 i 2 

降する。 6 時Ii IJ に至れば同様に上昇し 60 0 1をより低下の ftfÏ[，'iJがある。アカマツの裂町長，比破

裂度がおい上拝したのはむら煮えの為と思われる。時間別に見れば 4 時1I日が最もよく，樹種別

に見ればアカマツがまさっている。向普通木材チップと比院試験を行ったが，その結果l主第 5

表の通りである。

第 5去によると比'ì1裂度以外は錦Nfパルプは木村チップより著しく劣っている。殊に耐折度

に於て甚だしい。 t，\J 鉛店、を蒸煮ずる場合薬液が均等に浸透せ十むら煮えになり易い傾向があ

り，回転式蒸君臨を用いるととが過当と思われる。
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度 1 耐折皮

謄チップ f:r~; )育

. 
也、

J'Ii}}f 'Jノ?ルプと木村ヂツフ。パルプの比較li-式験支

I1Jl解度
(S.lミ)
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鋸屑パ)[..フ。と木材チップパルプの混合試験日

前J/irD ;i.え験によれば針府パルプを製紙J!J とするには利FJJ 価。{[が少〈樹極も又限定さ，/ lるの

で，その!仁子山を生かし強度を高めるため木材チツフ。パルプ lこ出入し， 出合率に上る;~~年七九喰

そのあI;当日主抗 7 岡部 6 去の辺りでるる。した。

Jilll;-h'}ノ:ルプと木材チップバルブの混合による紙ゾJ試験

|1111!l芹皮!比彼裂度|裂 FJi 長|比事限度{耐折皮
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温度・・ 1700C

使用量.. .23% 

1 液 比・・・・ 51/kg

l 時 間・・・・ 4 hrs 

供試鋸局、は 0~40 メ Y シユ

NaOH処理条件1. 言主

2. 

第 6 表第 7 図より考察すればプナの場合l主ブ司ナバルプそのものの強度が小であるので混合に

よる強度のよ~1)JIl I土ノj、範囲に官まるがアカマツの場合 75% の錯屑パルプを混入すればフぜナノミル
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第 7 図 木材パルプと鋸屑パルプの混合による紙力の影響

Fig. 7. Physical properties of papers, which consisted of wood pulp 
and sawdust pulp. 
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プ以上の強度を示す。叉アカマツバルブにプナilrifJí'Ìパルプl を混入する時は，プナ鋸斤l_.)~}~ プ

7596 では，アカマツ[，，]種混合のiAe合及び、プナチップパルプより低下するが 50% にした場合は

比破裂・度裂I町長はアカマツの場合よりや L 劣るがよ七引裂度・耐折皮iと於ては秀れた結果を示

す。 tA} 25% の場合はアカマツ0みの結果と比較して凡て勝っている。とれはアカマッチップ

バルプとプナ鋸府バルプの紡合が緊斡である為と Jf[!， われる。

四 合板接着用ヴイスコースバルブ製造試験

合板接清川ヴイスコース用のパルプθ口給策として合板工場がil，~. fJ'}のパルプを製浩しp とれ

が利川を計るととを主fI足として試験を実施した，そり成誌は第 7去の通りである c

第 7表の成詰によれば砧酸パルプはソーダノミルプより良い結果を示し，殊にプナるff般ノζルプ

はTli販 R.P 1乙匹敵するととが認められた。市1i目、限法の場合薬品の使用率が大で、あり実用化に
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苛\7 夫 :f\仙rJ より合l叫主Arfヴイスコース川町i怯ノミルフC..f拠出，l[~ 1乙掠ì)f，\t.êë験!，jWi
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2. ~定哲試験はプナ単板 3 枚直立待費，抜有力数値(土 50 (同の平均。

ついては研究すべき U'，J:JGも多いが， ij'i1~~-r 1土約 20:'6 üÎj後であるから廃液を純返し使川すると

とによりf1I;1r.;~するととが/1 1，来ると JAわiL-るが，とれに j;æいては':7((7)機会 i乙 ?{~iÆ汗したい。
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針ihrjのパルプに関す;fi:\忠良を十11イ子してはると，主|そl定位Ü'I;-!J'}バルフ。は II之も Îïti 易なソー夕、f去により

製材工場iこ於℃製紙!日を! 1 (I'J として製込ーをする0が辿切と，目、われる。広;提出-j:I，叶}I土石írJ肢法によ

って介彼J完治川ビスコースの!!i〔料バルブを製也ずるのが笠ましい。又製長H;とする場合fF;邑のパ

ルプ l乙出川して:J.!<"Aとする強度， j~，刊?ノ:ルプの干!J-'~とを生かし{史川すれは‘よい。

ソーダ法に於て茶五ーを~Jーにするには I!'I転去が治当であると以われる。仏，JtMめて問品にJJjJ}屑

を利川する iJ/J介。一方法として本付チップに出入し℃兆五1史川すれば釜i市長，菜ì夜i!1:川 11:手に

利益がある。必ずるに錨府も製祇IIJ としてなら相当利tiJ価値がまうると考えられる。
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Résum品

Authors experienced on the pulp of saw dust , and obtained following results. 
1. According to the substantial investigation on the utilization of saw dust 

in our country, about 20 per cent of total saw dust production did not utilized, 
and from relation of size and fiber length of saw dust, larger part than 40 mesh 
was suitable for pulp resouce. 

2. Sulfate pulp of saw dust, larger part than 20 mesh, was smaller in yield, 
a little weaker in tensile strength, bursting strength and tearing strength, but 
very low in folding strength than those of normaI pulp respectively. 

3. Nitric acid pulp of saw dust for viscose was usefulI as binder for 
plywood as same as rayonpulp. 

4. Blending saw dust pulp to normal pulp, we recognized practicalIy to use 
until 1 : 1 ratio. 

5. It will be good plan to uti1ize saw dust pulp of soft wood for paper 
making and that of hard wood for visco~e preparates. 


